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鳥取市の人口

　男　：  93,482人  ［-20］

　女　：100,463人  ［+27］

合　計：193,945人  ［+  7］

世帯数： 77,807    ［+27］
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とっとり市報 No.1041

今月の表紙

今年も良きことが重なる一年に…

　国府町庁の集落には、高さ３メートルほどの自然石の
碑が建てられており、表面に 「天平宝字三年春正月一日
於 因幡国庁賜饗国郡司等之宴歌一首 『 新年之始乃波都波
流能家布敷流由伎能伊夜之家餘其騰』（あらたしきとし
のはじめのはつはるのきようふるゆきのいやしけよごと）
右一首守大伴宿弥家持作之」と記されています。
　これが万葉歌碑です。大

おおともの

伴家
や か も ち

持は、天平宝字２年（758
年）６月因幡国

こ く し ゅ

守に任ぜられましたが、翌年（759 年）
の正月元旦に国庁館に臣下を集めて新年祝賀の宴を行い、
年頭の所感をこの歌に託したのです。
　これは「新しい年のはじめにあたって、このようなき
れいな雪が降りつづいている。今年も豊作の良い年であ
りますように」 という意味です。
　家持は、日本に現存する最古の和歌集である『万葉集』
全 4516 首の最後にこの祝い歌を載せ、万葉集 20 巻を
集大成しました。そのような由緒ある土地であることか
ら、鳥取市国府町を『万葉のふる里』と呼んでいます。
　また、この家持の歌に、新井満さんが曲をつけた『祝
い歌〜新しき年の始の〜』が発売中です。詳しくは、本
市公式ホームページ（http://www.city.tottori.lg.jp/）
の『重要なお知らせ』をご覧ください。
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人を大切にするまちの
これまでと、これから
問本庁舎新市域振興監  0857-20-3161

青谷上寺地遺跡（青谷）

鳥取東健康福祉センター（国府）

世界砂像フェスティバル（福部）

県道河原インター線（河原）

千代南中学校（用瀬）

映画ロケ地誘致（気高）

お試し定住施設（鹿野）

農家民泊体験（佐治）

地
域
の
個
性
を
大
切
に
す
る
ま
ち

　

本
市
で
は
、
合
併
後
新
た
に
中
山
間
地
域
対

策
事
業
、
地
域
振
興
プ
ラ
ン
魅
力
創
出
事
業
を

創
設
。
新
市
域
の
魅
力
と
活
力
の
向
上
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
河
原
の
い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く

り
協
議
会
に
よ
る
「
ぎ
ゃ
ら
り
ー
あ
っ
ち
こ
っ

ち
」、
気
高
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
よ

る
映
画
ロ
ケ
地
の
誘
致
な
ど
、
地
域
の
特
色
あ

る
振
興
事
業
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
治
の
農
家
民
泊
に
よ
る
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
鹿
野
の
お
試
し
定
住
施
設

を
核
と
し
た
町
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
促
進

を
図
る
な
ど
、
市
外
の
人
を
鳥
取
市
の
新
た

な
力
と
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

市
議
会
中
継
、
行
政
広
報
番
組
な
ど
を
新

市
域
の
全
て
の
世
帯
で
ご
覧
い
だ
け
る
よ
う

に
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
整
備
し
ま
し
た
。

住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書
が
各
総
合
支
所

の
ど
こ
か
ら
で
も
受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
、

利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

　

国
府
で
は
、
旧
殿
ダ
ム
工
事
事
務
所
に
支

所
を
移
転
。
同
時
に
鳥
取
東
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
国
府
・
東
・
桜
ヶ
丘
の
３

中
学
校
区
の
保
健
と
医
療
と
福
祉
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

教
育
と
保
育
が
一
体
と
な
っ
た
幼
保
一
元

化
の
た
め
、
鹿
野
こ
じ
か
園
、
河
原
あ
ゆ
っ

こ
園
、福
部
す
な
っ
こ
園
を
開
園
し
ま
し
た
。

　

安
全
・
安
心
な
学
び
の
場
の
整
備
の
た
め
、

青
谷
小
学
校
を
増
築
・
耐
震
補
強
し
、
５
つ

だ
っ
た
小
学
校
を
１
つ
に
完
全
統
合
、
河
原

中
学
校
を
改
築
、
用
瀬
中
学
校
と
佐
治
中
学
校

を
統
合
し
千
代
南
中
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

各
総
合
支
所
を
災
害
対
策
支
部
に
位
置
づ
け
、

防
災
行
政
無
線
や
災
害
用
備
蓄
の
整
備
、
自
主

防
災
組
織
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

高
速
道
路
と
生
活
道
路
の
整
備
で
、
消
火

活
動
、
救
急
活
動
が
迅
速
化
し
、
沿
線
住
民

の
暮
ら
し
が
、
安
全
・
安
心
に
支
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

未
来
へ
飛
躍
す
る
夢
の
あ
る
ま
ち

　

世
界
認
定
の
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
エ

リ
ア
を
、
気
高
、
青
谷
、
鹿
野
ま
で
拡
大
す

る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。
本
市
に
は
鳥
取
砂

丘
の
砂
を
活
用
し
た
砂
像
や
「
地
下
の
弥
生

博
物
館
」
と
称
さ
れ
る
青
谷
上
寺
地
遺
跡
な

と
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
的
な
遺
産
、
伝
統

工
芸
品
な
ど
数
多
く
の
地
域
資
源
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
人
・
物
・
情
報
の
交
流

を
活
発
に
し
て
、地
域
間
の
連
携
を
強
化
し
、

全
市
一
体
と
な
っ
て
大
き
く
未
来
へ
飛
躍
す

る
、
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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